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CS 40 Og をセツトアツブずる 


本装置をプロキシサーバとして起動させるために最小限®要となる摄境を構築します。 
Windows クライアント PC ( WindowsXPJa 降び動作する摄境)を用意してくだをい。詳しくは、 
ユーザーズガイド(ソフトウエア編)の r 初期インストール J を参照して<ださい。 

田] Windows クライアント PC を準備する 

本装置が提供する Web インタフェースじよる初期導入設定を行うため、本装置と同じネットワークの 
IP アドレス（例えば、1 92.168.250.1 /255.255.255.0)を設定した Windows クライアント PCa ソ下、 
クライアント PC と記述します）を用意してください。 

メモ：本装置の初期状態のネットワーク設定はじ(下のとおりです。 


LAN ポート番号 
IP アドレス 
ネツトワークマスク 
ホストを 


ethO 

192.168 .250.250 
255.255 .255.0 
intersec . domain.local 
八ブ環境を介して接続する 

八ブじ本装置とクライアント PC をそれぞれストレートケーブルで接続します。 


本装置とクライアント pciy がの機器は接続しないでくださし、。 


• 本装置に直結する 

本装置とクライアント PC をク□スケーブルで接続します。 

回クライアント PC と本装置を起動する 

本装置とクライアント PC を LAN ケーブルで接続した後、電源を入れてください。本装置の起動後、 
背面の ruNK 」 ランプが点のしているか確認してください。 

起動後、クライアント PC のコマンドプ□ンプトから ping コマンドなどを使用して通信状態を確認 
してください。 

[実行例] 

C :¥> ping 192.16 8.250 .250(m) 

(■) 斜体部分は、本装置の IP アドレスです。 

本装置と通信できない場合は、クライアント PC のネットワーク設定や LAN ケーブルの接続などを確 
認してください。 

引き続きシステムのセットアップをしまず。 裏脈ご篡<ださい。 り"何りか 


-1口 I II H 

盟盟盟盟盟盟盟距盟吕 


オプション LAN 


ける。 

左ちのレールアセンブリに本装置側面のインナーレー 
ルを確実に差し込んでからゆっくりと静かに押し込み 
ます。 

完全に装置を押し込むと装置前面の□ックがかかり、 
装置を固定できます。 



[ U 本装置を何度かラックから引き化したり、押し込んだ 
りしてスライドの動作に問題がないことを確認する。 


た>(上で完了です。 



ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付け 
る際は、他装置と本装置の崖体が干渉していないこと 
を確認してください。もし干渉している場合は、他装 
置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 


レールで指を巧まないよう十分を意して<ださい。 

差し込む時、インナーレールの両側をまっすぐ挿入し 
てください。 

設置時は、左ちのツマミを持ってゆっくりと確認しな 
がら取りがけてください。 

初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないた 
め押し込むときに強い摩擦を感じることがあります 
が、製品に支障はありません。 


Express 加日日 / CS400g 


はじめにお読み<ださい 


^Startup Guide 


NEC 


スタートアップガイド 

856 - 128261 - 302-00 2010年4月初版 

帮裴哉 i 鷹諭禮 1 ■をを完 1111111圓 

このスタートアップガイドに従って作 
業して < ださい。 


2 8 2 6 


3 0 2 - 0 0 


© NEC Corporation 2010 
辭社の許可なく複製-改変などを行うことはでをません。 

このマニュアルは再生紙を使用しています。 


添付品を確認ずる 


姻包箱を開け、添付品びそろつていることをお認してくだをい（ごミ主文の憤がにより、下記 
W かの添付品び同おをれている場合びあります)。 


• 本体 

• 電源コード2本 
• フ□ントべゼル 
• セキュリティキー(フ□ントべゼル 
内側に貼り付けられています） 


• ソフトウ卫ア パ、ソケージー式 
(バックアップ DVD * i 含む） 

•「 EXPRESSBUILDER 」 DVD *2 
• お客様登録申込書 


保証書(本体捆包箱に貼り付けられ 
ています） 

使用上のごを意 

スタートアップガイド(本書） 

スライドレール（アウターレール） 
取りタトし工具 


添付のバックアップ DVD およびインストール/初期設定導入設定用ディスクは、再セット 
f 重’要アップの時に必要となりますので大切に保管しておいてください。 

バックアップ DVD の中には r ユーザーズガイド」や各種オンラインドキュメントも格納されています。ユー 
ザーズガイドやオンラインドキュメントは Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルです。 

が EXPRESSBUILDER パ、ソケージの内容については EXPRESSBUILDER 内の添付品一覧を参照してください。 
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ユーザーズ ガイドを読む 


ユーザーズガイドはバックアップ DVD の中に格納されています。ユーザーズガイドは 
Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルで、巧の HTML ファイルか6表示をせることびできます。 

<7 V’ ックアップ D \/ D >:/ nec / doc/m 百 nual.html 

ユーザーズガイドでは、本装置を安全に取り扱うためのを意事項やぶ amvp 仇 7/‘ de では記載されてい 
ないセットアップに関する詳細な説明、運用やアップグレードに関する説明が記載されています。ま 
た、「故障かな？」と思ったときのトラブル回避の手段やサービスに関する情報も記載されています。 
本装置を取り扱う前にぜひお読みください。 


な 


PDF ファイルを閲覧するためには、 Adobe Reader 日本語版が必要です。 Adobe Reader 
はアドビ社の Web サイトか6無償でダウン□ー ドすることができます （ hup:// 
www.adobe.co.jp) 〇 

製本されたユーザーズガイドが必要な場合は、もよりの販売店、またはお買い求めの販売店 
(こお間い合わせください。また、ユーザーズガイドは、 NEC の Web サイトか6ダウン□ー ド 
することができます。 

「PC サーバサポート中胃報 （h な p://suppo け. express.nec.co.jp/pcserver/)」 


3 


ラックを設置する 


本はは EIA 規巧に適合した19型 
(インチ)ラックに設置して使用します。ラック 
に設置する場合は、巧の祭件を巧ってラック 
を設置して < ださい。 




ラックの設置は必ず複数名で行つ 
て < ださい。 




[ I ]本体前面にある□ツク解除ボタンを押しながら、レー 
ルアセンブリを持ってゆっくりと装置後方へスライド 
させる。 



レールアセンブリを取り外すと、本体はネジ止めされた 
インナーレールのみが取り付け6れた状態じなります。 



イン ナーレー ル 


取り外したレールアセンブリは、この後の手順（レール 
アセンブリの取り付け）で使用します。 

レールに指を巧まないよう十分ま意してください。 


宜]取りかしたレールアセンブリを 
ラックへ取り付ける。 

レールアセンブリの四角い突起 
を、 19 インチラックの角巧に入 
れて取り付けます。この時に 
「カチ、ソ」と音がして、□ックさ 
れたことを確認してください。 



A ちをに関するご注意 



装置をセットアップする前に r ユーザーズガイド J の 
r 使用上のごを意 - おずお読みください - J 
をお読みの上、注意事頃を守って正しくセットアップして<ださい。 

• めれた手で電源プラグの巧を差しをしないで<ださい。感電するおそれびあります。 

• 内蔵型オプションの取り付け-取日かしは電源コードをコンセントか S 巧いて行つてください。 

• 雷が鳴り出した百ケーブル類を含め装置に軸 S ないで<ださい。落雷による感電のおそれがあります。 

• 「ユーザーズガイド J に記載をれている内容を除を、分解•修巧 • 改造を行わないで<ださい。 


A ま意 


持ち運びの隐は2人な上で装置の底面をしつか日と持つて運んでください。 

水、湿気、ほこ日、油、煙のをい場所、また直射日光の当たる場加こ設置しないでくださ I 
装置に添付されている電源コードなかをほ用しないでください。 

電源コードは指定の電圧で、アース付をのコンセントに接続してください。 

電源コードはタコち配線にしないでください。 
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本化を設置する 


本巧をラックに取り付けます。ユー 
ザーズガイド(八ードウエア 編) の2章を参照して 
<ださい。 

^ラックの設置や本体の取り付けは^^、ず 
づ y 要複数名で行ってください。 


装置運搬時の脱落防止のために、工場出荷時にスライ 
ドレールは左ちともに背面側と側面がテープで固定さ 
れています。ラックへ取り付ける前に、テープをはが 
してください。 


了一づ 



EI 本体左ちに取り付けられているスライド式のレールア 
センブリを取り外す。 



前図はち側(前面）を示していますが、ち側(背面）、左 
側(前面/背面）も同様に取りがけてください。 

もう一方のレールを取り付ける時、すでに取り付けて 
いるレールアセンブリと同じ高さに取り付けることを 
確認してください。 

前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はあ 
U ません。 

レールアセンブリが確実に□ックされて脱落しないこ 
とを確認してください。 

田]左ちのレールアセンブリのスライドレール（ベアリン 
グ部）を手前に引き化す。 



[5] 2人 U 上で本装置をしっかりと持ってラックへ取り付 


5 ケーブルを接続 

本化背面に LAN ケーブルを J 


する 


dm • 


本な背面に LAN ケーブルを接続したを、添付の 電源 コードを接続します。ユーザーズガイド 
の2章を参照してくだをい。 

シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 
1_八1\1ポート1を^；、ず運用時のネットワークに接続してください。初期導入時のセット 
アップでは、 LAN ポート1(システムか5は ethO ポートとして扱われまず）を使用して 
セットアップを進めます。 LAN ポート2 (ethl) は初期導入のセットアップを完了後、 
Management Console の[システム]一[その他]一[ネットワーク]で設定できる拡張用 
ポートです。 

システムが割り振る LAN ポート番号 (eth n . n 二数字)は次のとおりです。 


オプションの NIC なし 
— ethiO:i 占！ 

- eth 1:2を 


八ブや ルータ 
(任意） 


オプションの NIC あり 


- ethO 
- ethl 
- eth 2 
- eth 3 


1占 i 
2占 

オプションの NIC 
オプションの NIC 


八ブや ルータ 
(任意） 


添付の電源 



最勘こ 

コンセントへ 


幽國 





^距距口||, 
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CS 40 Og をセツトアップずる(続ま) 


团本装置の初期導入設定 ManagementConsole に接続する 

クライアント PC の Internet Explorer からじ(下の URL を指定して、本装置の Management 
Console に接続してください。 


http :// 192.168 .250.250:50453 / 


正常に接続されると 「Management Console 」 の□グイン画面が表示されます。 

ww- 


Management Console Access Control 
2 -ヴ-る(山： 

バスワードを)： 



□バスワ—ドを記’おする吸 


ユーザ名、パスワード入力画面が表示されます。 

"ユーザを （ U )"、 "パスワード （ P )" にじ(下を入力して、 [0 K ] をクリックしてください。 
ユーザ名 （ U) : root 

パスワード （ P ) :システム管理者パスワード(つ 

システム管理者のパスワードは、『管理者用パスワード』に記載されている r 出荷時の管理者 
用パスワード」を入力してください。 

团初期導入設定を実行する 
〇初期導入を開始する 

□グインが成功するとじ(下の画面が表示されます。[開始]を押下し、初期導入を実施し 
ます。作業を中断したい場合は、[中止]を押下してください。 


システムのわ巧お S 定ぞおこなし1ます。 

隅賠卜卡ダノをクリックする t 巧巧お定^問賠 U ます。 

ゆ止ザタンをクリックする i:、 巧期お^を中止しシステムをシャットダウンし 


0システム管理者を設定する 

ここでは、システム管理者に関する設定を行います。システム管理者のアカウントは 
" admin " (固定)です。システム管理者用のパスワードを「パスワード」「パスワード再入 
力」に入力して[次へ]をクリ、ソクしてください。システム管理者名のパスワードの指定 
は必須です。 


か a ワー巧觸します。 


のログインァカウントとなります。 



メモ：システム管理者のアカウントは、セットアップ完了後システム管理者 
ManagementConsole 画面で変更できます。 


© ネットワーク情報を設定する 

お客様の運用ネットワークに合わせたネットワーク情報の設定を行います。 

「ホスト名 （ FQDN )」、 riP アドレス」、「サブネットマスク丄「デフォルトゲートウエ 
イ丄「プライマリネームサーバ」、「セカンダリネームサーバ」に設定内容を入力し、[次 
へ （ N )] をクリックしてください。 


項目名 

設定内容 

ネ ホスト名 

本装置の FQDN を設定します 

ネ IP アドレス 

本装置の IP アドレスを設定します 

*サブネ、ソトマスク 

ネ、ソトワークマスクを設定します 

デフォルトゲートウエイ 

デフォルトゲートウェイを設定します 

ネ プライマリネームサーバ 

プライマリネームサーバを設定します 

セカンダリネームサーバ 

セカンダリネームサーバを設定します 


※項目名の先頭に‘*’があるものは必須入力でず 

〇 Express 5800 / CS の□グ領域を設定する 
本装置の□グ領域の設定をおこないます。 

□グ(システム□グ、キャッシュサーバのアクセス□グなど)の記録用として使用する 
ハードディスク領域のサイズを指定してください。 

残りのディスク領域がキャッシュ領域として使用されます。設定を終了後、[次へ]を 
クリックしてください。 


'CS (こ関する巧目を設定します， 


IhterSec/CS(. 

ログ領域のミ姑をおこないま 
ログ(システム□义キヤシシニ 
を}話 U てくだみ、。 

}§^能な做3：1〇〜 40GByte です。 

残りのディ；け補域がキャッシュな域として巧用されます。 


ィユヴ叫佩アケログなど)の链拥として使用すかトト•ディスク巧域のヴイプ 


@初期導入設定内容を確認する 

前項までの初期設定内容を表示します。設定内容に間違いがないか確認してください。 
表示した設定内容でよければ[次へ]をクリ、ソクしてください。設定内容を変更する場合 
は[前へ]をクリ、ソクしてください。 


ネ贿お錠の內辩聪私てな i み、， 


255.255 ,255.0 


切下の設定でよろ U プれば、炊へザタンぞクリジルてくだみ、。設定^おこないます。 
[中止ザタンをクリックする t 巧巧脂度定ぞ中止しシステムをシャットタウンしミす， 

■1：^ 山管理新錠 

营理者き： admin 

バスワード： * 

i ■ネットワークミ婉 
I ホストを (FQD の： 

。アドレス： 

サブネットマスク： 

1デフォルトヴートウエイ： 

I ブラィマリ木-ムサ-パ： 

1セカンタリネームサーバ： 

■ LiterSec/CSf 錠 
ログな域サイ方 


@システムを再起動する 

初期導入設定が完了すると、システムの再起動画面を表示します。続けてシステムの 
運巧設定を行う場合は[システムを再起動する]をクリックしてください。システムを 
停止する場合は[システムを停止する]をクリ、ソクしてください。 

《 CS 40 Og は、初期設定が完了するまでマシンが2度再起動します。 


かこするためにシステムを巧ち化して<でみ、 • 
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ESMPRO / ServerAgent を設定を ずる 
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システムに a グインし、る種設定を実行する 


初期セットアップ完了後はがず Management Console にち続してシステムの初期化完了を確認してく 
ださい。完了を、本装置の詳細な設定や管理は、管理コンソール rManagementConsoleJ 画面で巧います。 


□ 管理クライアントの Web ブラウザか6じ(下の URL に 
接続します 

クライアント PC 上で Web ブラウザ ( Web ブラウザ 
は 、 Microsoft Internet Explorer 6.0 SP 2 じ(上）を 
起動します。 Web ブラウザの設定では、プ□キシを 
経由しないで接続してください。 


https : //本装置に割り当てた FQDN : 50453/ 


または 


https : //本装置に割り当てた IP アドレス： 50453/ 


URL に本装置の FQDN を指定する場 S ホ、 
rti 管理クライアントで名前解ミ夫びできること 
び必要です。 


回管理コンソールに□グインする 

前述の URL にアクセスすると r セキュリティの警告」 
画面が表示されますが、問題はありませんので、続 
行してください。 


ぶへこのサイトと巧り巧わず暗郁は、ほかの人から!売みおられたりをミされることはあ 
^みりません。しかし、このサイトのせキュリティ卽ちまけま離!があります。 

な このセキュリティ註巧まの曰けはちかです。 

必 せキュリティ註巧きのをおび無力であるか、またはサイトをと一巧しませ 

続行しますか？ 

I はいな？ I |] いいぇ® I I 弧月まのま示が] 


InternetExplorerG の場合 


• ュ u テイな明 asic は府 *• がわ • 


みホ《 


0 ^ ふ y イトの ewcs 巧 


け (OMtiKfua 


Interne 柜 xplorer ？ の場合 
IntemetExplorerS の場合も同様です 


管理コンソールの□グイン画面が表示されます。"シ 
ステム管理者□グイン"をクリ 、ソク してください。 


兄か T^i • か - ホ f 的雨巧げ巧がわが - 

九イルの*«1の統 M わ尉 CA り曲ツ-ルの A ルブ地 

こ ‘ な - 因園め/^巧おかわなな口 @ 国 [ ，を ‘ j 




Management Console 

for Systwn Adinuustratoi- 


麗… 

^4^ • • • 


み 


NECCopyr 对 it(C) NEC Corporation 2008 


ユーザ名、パスワード入力画面が表示されます。 
「ユーザ名 （ U )」、 r パスワード （ P )」 じ]: U 下を入力し 
て、 [0 K ] をクリックしてください。 

ユーザ名 （ U) : admin 

パスワード （ P ) :システム管理者パスワード （*) 

(*) 6項の山-©で設定したパスワードです。 


卜る(ぶ： 
バスワードを)： 


巨 


□ バスワ - ドを記巧する(段 


Web ブラウザに表示された画面か6各種システムの 
設定ができます。詳しくは、ユーザーズガイド（ソ 
フトウェア編)を参照してください。 


Express 5800 /InterSec 


本装置の状態を監視するソフトウエア rESMPRO/ServerAgentJ びインストール巧みです。フアンやマサーボード、八ードディスクドライブ、本保の温度などを監視するこのソフトウエアの設定（しき 
い値やイベント通知巧)を行います。 

詳しくは、バックアップ DVD じ格納されている『 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent ユーザーズガイド』を参照してください。 

くバ、ソ クアッ プ DVD 〉 :/nec/doc/ 400 /esmp 「 o.sa/lnx_esm_use 「 s.pdf 

接続に使用するクライアントマシンによっては、基線が文字化けすることがありますが、それぞれの機能は問題なく動作します。 

バックアップ DVD を PC 等に挿入したまま再起動するとインス I ル処理が実行されまず。利用後は、必ず取り出してください。 
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ミ理コンピユータに ESMPRO / ServerManager をセツトアツブずる 


ESMPRO/ServerManager を利用することで、本装置をネットワーク上か6監視、巧巧をおこないます。ネットワーク上の管理コンピュータに、本装置添付の rEXPRESSBUILDERJDVD に含ま 
れているソフトウエア！ " ESMPRO/ServerManagerJ をインス I ルしてくだをい。 [ ESMPRO/ServerManagerJ は、管理コンピュータの DVD ドライブに rEXPRESSBUILDERJDVD をセットすると表巧 
をれる r オートランで起動するメニュー J か6インストールでをます。 

詳しくは rEXPRESSBUILDERJDVD に格納をれている 『 ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド』を参照してください。 な■:でち了で才 































































































